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２学期のスタート  

今日から２学期がスタートしました。静かだった校舎には子供たちの元気な声が響き、活気が戻

ってきました。 

始業式の「校長先生のお話」では、夏休み中に実施した修学旅行と野外活動の様子、それぞれの

学年の素晴らしかったところについて話がありました。５年生の素晴らしかったところは、初めて

の宿泊学習でしたが、友達と力を合わせ、みんなで楽しみながら行動できたことです。また、６年

生の素晴らしかったところは、２日間を通じて、時間がきちんと守れたことです。これは、全校で

目指している「やりきる三則」に日頃から取り組んでいればこそできたことだと思います。そして

何よりも、最高の思い出づくりに向け、友達同士で声をかけ合い協力する様子が本当に立派でした。

両学年とも、本校の学校教育目標「自ら伸びる みんなで伸びる」にふさわしい姿で活動すること

ができました。最後に校長から、「１年生から４年生の皆さんは、この素晴らしい５、６年生を目指

して、５年生は、自分たちにはない６年生のよさをたくさん見つけて一層素晴らしい６年生になれ

るように、６年生は、下学年からもっともっと憧れられる最高学年になるように、目標をもって毎

日を過ごしましょう。」と伝えられました。 

多くの子供たちが、顔を上げ、しっかりと聞いていました。２学期はきっと、どの子も更に成長

してくれることと期待しています。 

２学期も、子供たちが安心して、安全に学校生活を送ることができるよう、教職員一同取り組ん

で参ります。引き続き、保護者の皆様のご理解とご協力をお願いします。 

 

登下校時の自動車での送迎について（お願い） 

８月２１日付の学校メールでおしらせしましたが、校舎の外壁工事に伴い、工事関係の車輌が出

入りしています。工事関係者には、登下校時間帯の車輌の出入りを極力避けてもらうようお願いし

ているところです。２学期始業に当たり、学校では、児童に対し安全に十分気を付け行動するよう

改めて指導しました。ご家庭でも安全に関わって、再度、声かけをお願いします。 

  

また、以下の理由により、工事が終了する９月末まで、自動車での児童の送迎をしないでくださ

い。（特に、朝の駐車場内は、非常に混雑して危険な状況です。） 

〇工事関係者の駐車スペース確保のため、通用門側の駐車場が大変狭くなっています。登校して

くる児童と接触する恐れが高まります。 

〇体育館裏の道路は，出勤する教職員の車や乗り入れる保護者の車と児童を下車させて帰る車が

離合することが多くあり，児童の安全を確保するために設けられたスクールゾーンまでも車が

塞いでいる状況です。児童と車が接触しそうになり，大変危険です。特に雨が降ると児童は傘

をさして歩くため，接触の危険性が高まります。 

 

児童の安全確保のため、ご協力よろしくお願いします。尚、やむを得ない事情がある場合は、学

校へご相談ください。 

 

自ら伸びる  みんなで伸びる  ～笑顔いっぱいの中央小めざして～  
びいっぱい・笑顔いっぱい・仲間いっぱい・元気いっぱい  

令和５年９月１日 

 Ｎｏ．５ 

Tel (0823)33-0611 

Fax (0823)34-2882 

 

 

 

 

 

 

裏面もあります 



昭和中央小学校には，通級指導教室「まなびの教室」があります。 

「まなびの教室」についてご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期の主な行事予定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２２日（金）参観日 

 

１０月１４日（土）地域公開参観日 

   １６日（月）代休 

   ２８日（土）呉市陸上記録会（５・６年生代表児童出場） 

 

１１月１８日（土）音楽発表会 

   ２４日（金）代休 

 

１２月２２日（金）終業式 あゆみ渡し 

   ２５日（月）あゆみ渡し 

「とくい」を生かして「にがて」も伸ばせる、ひとりひとりに合わせた学習をするところです！ 

『まなびの教室で育てる三つの力』  

☆学習のもと（話す・聞く・読む・書く・考える）になる力 

☆心のバランス（気持ちのコントロール・社会適応行動）を保つ力 

☆体のバランス（姿勢・生活習慣・体の使い方）を保つ力 

 

お子さまの様子で心配なことが 

ある方は，いつでもご相談ください。 

担当  菅田
す げ た

 

  

どんな指導をしているの？  

例えば、日々の生活の中で、次のようなことがある児童に

対し、一人一人の状況に応じた指導を行っています。 

 

 

 

 

学習面・生活面における困難の改善・克服を目的とす

る指導です。通級指導教室に通う児童や保護者の皆様の

思いは様々です。一人一人の思いや願い等に寄り添いな

がら、どのような指導や支援をするのがよいか検討し進

めています。  

指導期間は一人一人異なり、児童の状況が改善すれ

ば、指導は終了します。教育課程については、通常の学

級の教育課程に加える、または、その一部に替えた特別

の教育課程を編成することができるようになっていま

す。  

通級指導のゴール 

 

「授業で学べる・みんなと楽しく過ごせる」  

 

通級では，指導の対象となる子供が「なぜ学

べないのか」「なぜうまくコミュニケーション

がとれないのか」等の原因をアセスメントし、

困難の改善・軽減・代替をめざします。学級担

任と連携しながら、認知特性や行動特性へのト

レーニング等の指導を進め、一斉授業での様子

を基準に終了のタイミングを見極めます。指導

の効果を高めるため、日常的に家庭・担任・通

級で連携し、児童の様子を共有しています。 

① 気持ちや行動のコントロールが難しい。 

② 独特のこだわりがあり、友達とのかかわりが難しい。 

③ 得意、不得意の差が大きい。 


